
 

 

 
 

 

家庭の省エネは冷房から？ 
 梅雨だというのに各地で猛暑日になっています。すでにクーラーを使っている方も多い

でしょうが、何としても「今のままでも電力は不足しない」ことを証明し、原発に頼らない生

活を実現したいものです。 

でも、あまり無理に節約すると、健康を損なう危険があります。 

蒸し暑い日本の夏では除湿に絶大な効果を発揮するエアコンは不可欠なのです。 

さらに最近のエアコンは省電力化が進み、期待するほど節電効果がないという情報もあります。 
 

 

「家庭における用途別のエネルギー消費（電気・ガス・石油などエネルギー消費全体）の割合について

どう思いますか？」という質問を全国数千件の住宅で調査した日本建築学会の調査結果があります。 

その回答は、「冷房（３０％を占めると思う→実際はわずか２％）」、「暖房（４０％を占めると思う→実際は２

４％）」、「給湯（１６％を占めると思う→実際は３９％）」、「照明・家電（１４％ぐらいだと思う→実際は３５％）」

だそうです。認識と実態は随分と乖離（かいり）しているようです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とりわけ冷房に消費するエネルギーが僅か２％（電力消費の６％）しかないというデータは、にわかに信じ

がたい数字です。「全国平均だから、私の地方ではもっと多いはず」と感じられるでしょうが、左のグラフ

のように九州地区でも冷房エネルギーはわずか２．７％にすぎません。 

 

夏季のピーク時に電力不足が騒がれるなど、しばしば冷房がやり玉に上

がりますが、エアコンの省エネ性が進化し、暖房に比べると僅かなエネ

ルギー消費で済みます。 

しかも冷房の使用時間は、リビングで夕刻の４～５時間、あとは寝室で就

寝までの１時間程度です。 

いっぽう暖房は朝夕、トイレや浴室も含めた広範囲で長時間行われます。

認識と実際が１５倍もの開きを生み出しているのは、夏の蒸し暑さがスト

レスとなって余計に冷房のことが気になり、電気を大量消費しているとい

うイメージになってしまうせいでしょうか。 

これをがんばって半分に減らしたとしても、住宅のエネルギー消費は

１％（電力消費の３％）しか減りません。 
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原発再稼働の是非が問題になる昨今は確かに節電が緊急の課題ですが、長い目で家庭における省エネ

対策を考えた場合には、家庭で消費するすべてのエネルギーの６割を占める熱エネルギー（給湯と暖房）

を削減していくことが重要です。 

まずは給湯、そして暖房のエネルギー消費を大幅に削減する工夫が大切だと思います。 

 

シンプルな太陽熱利用を再評価しましょう 
エコキュートなどハイテク機器が普及するいっぽう、昔ながらの太陽熱温水器＝ソーラー給湯システム

は忘れ去られてしまったかのようです。 

しかしながら、暖房や給湯には、「太陽熱」の直接利用が意外に有効なのです。 

今や時代遅れと見られがちな「ソーラー給湯システム」が欧米では再評価され、ソーラー発電以上に普及

しています。 

その理由は下記の図にあるように、エネルギー変換のロスが全くなく、CO2の発生もないからです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

世界は「エネルギーの分散・多様化」へ 
日本では原発が生み出す夜間電力の有効利用という目的でオール電化が普及してきました。 

そして工場やオフィスでの電力消費が激減することもあり、夜間電気の料金がとても安くて家計を助ける

ことにつながっています。 

いっぽう欧米では、１９８０年代のチェルノブイリ原発事故以降、原

発の建設が控えられてきたため、エネルギーの分散・多様化が進

んできました。 

ドイツのエコ団地に暮らすご家族のお話をうかがったことがあり

ますが、「行き過ぎたハイテク化は、給湯器やキッチンなどの家庭

用機器を複雑化させ、短命で高額になるからエコに逆行する」、

「ローテク技術を磨き、安価で単純な構造とすることで頑丈になり、

特別技術がなくても近所の職人さんがいつでも修理できるから

長命化する」、という考え方があるようです。 

 



世界的に日本の冬は「晴れる」？！ 
太陽熱利用などのローテク技術の再評価が、これからの脱石油社会へ向けた大切な鍵です。  

給湯や暖房に必要なエネルギーは、たかだか４０℃とか２０℃という低レベルな熱エネルギーであり、太

陽熱をそのまま使う昔ながらの「太陽熱利用技術」が最も効率的なのですが、マスコミはあまり報じてくれ

ません。 

さらに、世界的に冬は曇天が多いのですが、日本の冬はすごく晴れます。アラブの石油やロシアの天然ガ

スに頼らなくてすむ、自前の天然エネルギーです。この太陽熱を利用して暖房や給湯を行う太陽熱利用機

器は、ソーラー発電システムの５倍のエネルギー変換効率＝温暖化防止効果を発揮します。 
 

■ドイツ（デュッセルドルフ）の月別日照（快晴）時間    ■日本（群馬県前橋市）の月別日照（快晴）時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、「省エネ」の努力がどの程度の成果につながるか、という資料を紹介します。 

自動車による影響が圧倒的に大きいことがわかります。また、待機電力や電気ポットや電球が意外に電力

を消費していることがわかります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消費税増税と家づくりのスケジュールを理解しておきましょ 



 


